
広報広報

人　口 6,268人　（前月比－35）

世帯数 2,455世帯（前月比＋11）

3,202人　（前月比－7）男
3,066人　（前月比－28）女

木曽岬町の人口と世帯数 4月1日現在

5月号

2019

No.645

主な内容主な内容
平成31年度当初予算の概要
のびゆく木曽岬町のふれあい広場2019
第31回木曽岬町さくらまつり
「平成の木曽岬（仮称）」を編さんします
木曽岬町「英語チャレンジ事業」について
こんにちは、保健師です
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特 集

当初予算の概要当初予算の概要
当初予算の状況をわかりやすくお知らせします。

一般会計歳入歳出予算額　29億2000万円

木曽岬町の予算を家計に例えてみました

歳入予算額 歳出予算額

自主財源
14億1517万円

義務的経費
10億0313万円

その他の経費
16億6067万円

投資的経費
2億5620万円

町税
9億7390万円

人件費
6億1051万円

扶助費
2億1291万円

公債費
1億7971万円

普通建設事業
2億5620万円

物件費
7億1505万円

繰出金
4億9919万円

補助費等
4億0000万円

繰入金
2億4703万円

その他の収入
1億0237万円

地方譲与税
3600万円

国庫支出金
3億4711万円

地方交付税
8億5000万円

各種交付金
1億3732万円

町債
1億3440万円

分担金及び負担金
3993万円

使用料及び手数料
3194万円

積立金・予備費
2984万円

維持補修費
1419万円

貸付金
240万円

寄附金
2000万円

依存財源
15億0483万円

平成31年度一般会計予算を月収40万円の家計に当てはめてみました。

～1か月の収入～

合計　40.0万円

給料（町税） 13.3万円

パート収入
（使用料及び手数料・財産収入）

0.6万円

親からの仕送り
（国県支出金・各種交付金）

5.1万円

手当
（分担金及び負担金・地方譲与税・地方消費税交付金・地方交付税）

14.3万円

貯金の取り崩し（繰入金） 3.4万円
銀行からの借入（町債） 1.8万円
その他（寄付金・繰越金・諸収入） 1.5万円

～1か月の支出～

合計　40.0万円

食費（人件費） 8.4万円
医療費（扶助費） 2.9万円
光熱水費（物件費・補助費等） 15.3万円
家の増改築（普通建設事業費） 3.5万円
車や家具の修理代（維持補修費） 0.2万円
子どもへの仕送り（繰出金） 6.8万円
住宅ローン（公債費） 2.4万円
貯金（積立金） 0.4万円
その他（投資及び出資金・貸付金・予備費） 0.1万円



3 広報きそさき　2019.5.1

平成31年度木曽岬町平成31年度木曽岬町
3月の定例町議会において議決された平成31年度の

会計別予算規模一覧

会計名
区分

一般会計 29億2000万円

8億3400万円

300万円

8500万円

5億2200万円

5億2200万円

1億3700万円

21億0300万円

1億8244万円

52億0544万円

28億4000万円

8億2500万円

300万円

9200万円

3億1900万円

5億0000万円

1億3700万円

18億7600万円

1億7836万円

48億9436万円

8000万円

900万円

0万円

△700万円

2億0300万円

2200万円

0万円

2億2700万円

408万円

3億1108万円

2.8

1.1

0.0

△7.6

63.6

4.4

0.0

12.1

2.3

6.4

企業会計（水道事業）

合　計

31年度 30年度 増 減 額 伸び率（％）

国民健康保険特別会計

土地取得特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

特別会計合計

特

別

会

計

一般会計予算額を町民一人あたりで計算すると…

　町民一人あたり465,858円の町民サービスを行います。
（歳出目的別）　（平成31年4月1日現在人口6,268人）

議会費
9,153円

〔予算額　5737万円〕

総務費
100,970円

〔予算額　6億3288万円〕

民生費
115,109円

〔予算額　7億2151万円〕

衛生費
38,268円

〔予算額　2億3986万円〕

農林水産業費
34,185円

〔予算額　2億1427万円〕

商工費
2,388円

〔予算額　1497万円〕

土木費
67,216円

〔予算額　4億2131万円〕

消防費
22,642円

〔予算額　1億4192万円〕

教育費
46,976円

〔予算額　2億9445万円〕

公債費
28,672円

〔予算額　1億7971万円〕

予備費
279円

〔予算額　175万円〕
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特 集

平成31年度の主な事業を紹介します平成31年度の主な事業を紹介します

●地域ＢＷＡ事業（事業費　6,700万円）
　木曽岬町全域を電気通信業務用無線システム（地域ＢＷＡシステム）で囲み、子どもと高齢者の
見守りサービスや、バスの運行状況のお知らせなど、幅広いサービスを展開していきます。

●防災ガイドブック作成事業（事業費　460万円）
　水防法の改正に伴い、洪水ハザードマップの公表が義務化されたこと、また町内すべての津波避
難施設の整備が完了したことから、防災ガイドブックの全面改定を行います。

●福祉医療費の現物給付事業（事業費　560万円）
　中学生以下の医療費負担については、いったん窓口で収めたのち、各口座に振り込まれておりま
したが、窓口での立替を廃止することにより負担を軽減することで医療行為を受けやすくします。

●証明書等コンビニ交付対応事業（事業費　960万円）
　利便性の向上と行政の効率化を目的に、住民票の写し等各種証明書がコンビニで取得できるよう
にします。

●町道田代・小学校線道路改良事業
（事業費　1,200万円）

　歩道の整備や視認性向上を目的に、庁舎南側の町道をリニュー
アルします。完成は2020年3月末を予定しております。

町道田代・小学校線道路改良工事

●学校ＩＣＴ環境整備事業（事業費　910万円）
　タブレット端末を小・中両校に配備し、新たな授業スタイルに
より教育の質を高め、子どもたちの学力向上を目指します。

学校ＩＣＴ環境整備事業
（電子黒板を活用した授業）

●地方創生事業（事業費　1,170万円）
　木曽岬わいわい市場の開催を通じ、多種多様な世代の交流と関
係人口の拡大を後押ししていきます。またジュニアPR大使がま
ちの魅力を内外へ発信していくため、町の特産品がつまったセレ
クトギフトの商品開発と販売をしていきます。

地方創生事業
（まちづくりワークショップ）
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平成31年度の町財政状況について平成31年度の町財政状況について
　31年度の予算編成にあたっては、木曽岬町第5次総合計画の将来像「暮らしを守り豊かな心と
育むきずな深めるまち」を推進するため、事務事業の優先順位を厳しく見定めるとともに、ゼロベ
ース積み上げを行い、メリハリのある予算編成を行いました。
　庁舎建設や防災関連施設の整備が集中した平成28～ 29年度と比較し、本年度一般会計当初予
算総額は平年ベースの規模まで減少いたしましたが、社会保障に要する扶助費は年々増加している
ほか、介護保険や国民健康保険などの特別会計への繰出も増加しています。またここ数年、ハード
事業の実施にあたりその財源を地方債に依存してきたこともあり、4年前と比較し地方債残高は約
15億円増加しております。
　今後も各事業の更なる見直しを図り、可能な限り町債残高の圧縮に努め、適正な行財政運営を進
めて参ります。

町一般会計予算と借入額・基金残高の推移
5,000,000,000

4,000,000,000

3,000,000,000

2,000,000,000

1,000,000,000

0
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

3,250,000,000 4,650,000,000 4,390,000,000 2,840,000,000 2,920,000,000

1,845,707,343 2,934,491,122 3,179,425,036 3,289,946,851 3,329,064,256

4,536,842,751 4,339,862,704 3,448,607,501 3,540,964,501 3,324,650,501

一般会計予算額

起債残高（当該年度末）

基金残高（当該年度末）
（H31年度の起債残高・基金残高は見込み）
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　3月24日（日）に「伸びゆく木曽岬町のふれあい
広場2019」が役場前駐車場や福祉教育センター
にて開催されました。
　このイベントは町の産業および文化を紹介する
とともに、地域福祉への理解と普及を図ることを
目的としており、木曽岬町の特産品であるトマト、
海苔、観葉植物などの販売をはじめとした町内の
各種団体に加え、長野県木祖村など町外からの出
店もあり会場は多くの人で賑わいました。
　また、ステージでは町内の各団体による
発表や忍たま乱太郎のクイズショー、ラス
トには「テツandトモ」のライブで会場
は大いに盛り上がりました。

わたしたちの

201920192019

伸びゆく木曽岬町の
第32回産業文化祭  第27回福祉健康フェスタ

町制施
行

30周年
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　4月7日、鍋田川いこいパークにおいて、観光協会主催による第31回木曽岬
町さくらまつりが開催されました。
　今年はソメイヨシノの開花がやや遅めで、4月に入ってから花冷えの日が続
いたおかげで、さくらまつり当日は満開の桜を楽しむことができました。会場
では、太鼓演奏や踊りなどのステージのほか、焼きそばやたこ焼きなどの出店
や桜のぬり絵、豪華賞品が当たる抽選会などの催しで賑わいました。

木曽岬町

さくらまつりさくらまつり
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トマッピーが人権広報大使に委嘱されました！トマッピーが人権広報大使に委嘱されました！

わたしたちの

平成３１年度木曽岬町消防団体制平成３１年度木曽岬町消防団体制

　トマッピーが、津地方法務局から人権広報大使
の委嘱を受けました。3月18日に役場にて委嘱
状交付式が行われ、今後は県内のイベントなどで、
人権擁護委員や人権キャラクターの「人ＫＥＮま
もる君」と「人ＫＥＮあゆみちゃん」と一緒に活
動することが計画されています。

　新たな年度に入り、引き続き団長は黒宮一郎氏・副団長は
伊藤久志氏となります。分団では第１分団長、第２分団長が
交替となりました。
　今年度も町民の生命・財産を守るため、消防団活動に尽力
していきます！

木曽岬町消防団幹部の紹介
団　　　長 黒宮　一郎氏
副　団　長 伊藤　久志氏
第１分団長 平野　守章氏
第２分団長 伊藤　陽介氏
第３分団長 富田　大介氏
第４分団長 浅井　耕司氏
第５分団長 加藤　真悟氏

新
新

平成31年度新入団員の紹介
第 １ 分 団 黒宮　康司氏
第 １ 分 団 山下　大貴氏
第 ２ 分 団 波多野裕幸氏
第 ４ 分 団 大橋　一之氏
第 ５ 分 団 酒井　優希氏

以上５名

木曽岬町消防団体制

　去る4月14日（日）に新入団員5名を加え、規律訓練及び、
教養訓練を実施しました。
　消防団活動の基礎となる行動規律の習得を中心とした訓練
を、長島木曽岬分署の分署長指導のもと、緊張感を持って真
剣に取り組み、大変活気あふれる訓練となりました。

新団員　初めての訓練

平成31年度　消防団規律訓練
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きそさき
INFORMATION

　まちづくりの基本理念とこれを実現するための目標や方針を記した「木曽岬町第5次総合計画後期基
本計画」を策定いたしました。
　今回、同基本計画の概要版を本誌に折込みしました
ので、ぜひご覧ください。
　なお、本冊（全103ページ）は町立図書館でご覧い
ただけるほか、総務政策課の窓口にて有償（1,000円）
でお譲りいたします。

　木曽岬町では町の歴史を平成の時代と共に振り
返る、冊子「平成の木曽岬（仮称）」の編さんに向け、
準備に取り掛かりました。
　本冊子は平成の木曽岬町を振り返り、後世への
遺産として歴史を伝えていく大切な資料となる予
定です。

　
三
重
県
戦
没
者
追
悼
式
の
開
催
に
あ

た
り
、
左
記
の
と
お
り
参
加
者
を
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集

し
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
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は
役

場
福
祉
健
康
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
申
込
状
況
に
よ
り
献
花
を
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時
（
予
定
）

　
８
月
２
日（
金
）

　
午
前
１０
時
〜
２
時
間
程
度

●
開
催
場
所

　
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー（
津
市
）

●
募
集
人
数　
４
名
程
度

●
申
込
締
切　
５
月
３１
日

　
当
日
は
、
木
曽
岬
町
庁
舎
よ
り
開
催

場
所
ま
で
送
迎
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

　
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
役
場　
福
祉
健
康
課

　
☎
６
８
│
６
１
０
４

第5次総合計画後期基本計画を
策定しました

町民みんなで作り上げる町民みんなで作り上げる
「平成の木曽岬（仮称）」を編さんします

三
重
県
戦
没
者
追
悼
式

参
加
者
募
集

資料をご提供いただける方を
募集します

　「平成の木曽岬（仮称）」の編さんにあたり、
木曽岬町に関する資料・情報をご提供くださ
い。平成に限らず、過去の木曽岬町にまつわ
る資料や風景の写真、どんなものでも構いま
せん。資料をお持ちの方でご協力いただける
方は下記問合せ先までご連絡いただきますよ
うお願いいたします。

●問合せ先／役場　総務政策課　☎68-6100（内線312）
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栄養教室（食生活改善推進員養成講座）の参加者募集！

平成31年度　木曽岬町食生活改善推進協議会からお知らせ

　桑名市・木曽岬町主催の栄養教室を受講された後、「木曽岬町食生活改善推進員」として地域で食生活改善に
向けて活動していただくことを目指しています。料理や健康づくりに興味のある方は一緒に活動しませんか?

●対　　象／木曽岬町在住の方　　●場　　所／くわなメディアライブ　２階
●申　　込／保健センター（管理栄養士）　☎68－6119
●参  加  費／5,000円（調理実習費、テキスト代）
　　　　　　※初回6月7日に徴収します。ご欠席、途中キャンセルされた場合でも返金できませんので、ご了承ください。
　　　　　　※申し込み者が桑名市民・木曽岬町民合わせて10名以上の場合に開催させていただきます。

●申込期限／各実施日10日前まで（定員になり次第締切）　　●申  込  先／保健センター（管理栄養士）　☎68－6119
※不明な点がありましたら、福祉健康課　管理栄養士までお問い合わせください。
※都合により、実施日を変更する場合がありますので、ご了承ください。

平成31年度　栄養教室予定表

回

1

2

3

4

5

6

7

実 施 日 時 間 内 容

6月  7日（金）

7月  5日（金）

9月  6日（金）

10月  4日（金）

11月  1日（金）

12月  6日（金）

1月10日（金）

開講式・食生活改善推進員とは
国民の健康状況・健康日本21
調理実習（肥満）
食育・食事バランスガイド
調理実習（子育て世代）
食品衛生と食環境保全
調理実習（高齢者）
自主献立（栄養価計算）
生活習慣病について
自主献立作成
身体活動・運動
自主献立作成
調理実習（自主献立）
地区組織活動について・修了式

午前9時～午前10時
午前10時10分～正午
午前10時～午後0時30分
午後1時～午後3時
午前10時～午後0時30分
午後1時～午後3時
午前10時～午後0時30分
午後1時～午後3時
午前10時～正午
午後1時～午後3時
午前10時～正午
午後1時～午後3時
午前10時～午後0時30分
午後1時～午後3時

配食弁当サービス 一般料理講習会親子ふれあいクッキング

5月21日（火）
9月17日（火）
11月19日（火）
2月18日（火）

※

実 施 日
8月27日（火） 未 定

実 施 日 内容

●対  象  者／小学生と保護者
●時　　間／午前9時30分～
　　　　　　午後1時30分
●場　　所／保健センター　調理室
●持  ち  物／エプロン・三角巾・布巾・
　　　　　　米0.5合・子どものスリッパ
●参  加  費／大　人300円
　　　　　　子ども200円
●募集人数／先着親子10組20名
　　　　　　（当日は託児あり）
　託児は生後10ヶ月以上　先着7人まで
　オムツ、ミルク持参の事　
　託児時間　午前9時30分～
　　　　　　午前11時30分
　（乳幼児は食事無し）

10月15日（火）
12月17日（火）

未 定

おせち料理

実 施 日 内容

●対  象  者／木曽岬町にお住まいの方
●時　　間／午前9時30分～
　　　　　　午後1時30分
●場　　所／保健センター　調理室
●持  ち  物／エプロン・三角巾・布巾・
　　　　　　米0.5合
●参  加  費／各回1人500円
●募集人数／先着20名（当日は託児あり）
　託児は生後10ヶ月以上　先着7人まで
　オムツ、ミルク持参の事　
　託児時間　午前9時30分～
　　　　　　午前11時30分
　（乳幼児は食事無し）

●対  象  者／木曽岬町在住70歳以上で
　　　　　　一人住まいの方
●時　　間／正午すぎに配達予定
●募集人数／先着25名
※9/17は保健センターにて会食の予定
　です。
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現
在
、
町
内
に
お
い
て
迷
惑
駐
車
が

大
変
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
迷
惑
駐

車
は
子
ど
も
の
飛
び
出
し
や
、
緊
急
車

両（
救
急
車
、
消
防
車
な
ど
）の
通
行
に

支
障
を
き
た
す
原
因
に
な
り
ま
す
。
一

人
が
駐
車
す
る
と
、
そ
れ
を
見
た
人
も

駐
車
を
し
て
し
ま
う
と
い
う
悪
循
環
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
歩
行

者
に
と
っ
て
歩
き
に
く
く
、
非
常
に
危

険
な
道
路
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
も
幼
児
・
児
童
の
飛
び
出

し
に
よ
る
交
通
事
故
は
非
常
に
多
く
、

通
学
路
に
迷
惑
駐
車
が
あ
る
と
通
学
通

園
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も

大
変
危
険
で
、
事
故
の
原
因
と
な
り
ま

す
。「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
・・・
」
の

考
え
を
捨
て
、
安
全
・
安
心
で
住
み
よ

い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
木
曽
岬
町
商
工
会
青
年
部
お

よ
び
木
曽
岬
町
商
工
会
女
性
部
は
、
地

域
振
興
活
動
の
一
つ
と
し
て
例
年
、
木

曽
岬
小
学
校
新
一
年
生
の
児
童
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

●
教
室
机
用
引
き
出
し

　
６
年
間
使
用
す
る
た
め
、
物
を
大
切

　
に
す
る
心
を
育
て
ま
す
。

●
歯
磨
き
用
コ
ッ
プ
入
れ
袋

　
歯
磨
き
習
慣
に
よ
る
健
康
管
理
の
心

　
を
育
て
ま
す
。

　

　
木
曽
岬
メ
ガ
ソ
ー
ラ
株
式
会
社
様
の

社
会
貢
献（
人
材
育
成
）活
動
と
私
た
ち

の
思
い
が
繋
が
り
、
ご
支
援
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
木
曽
岬
町
の
発
展
の
た
め

地
域
振
興
に
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
去
る
３
月
２８
日（
木
）に
桑
名
地
区
交

通
安
全
協
会
女
性
部
会
長
の
水
谷
峰
子

氏
と
事
務
局
長
の
清
水
義
博
氏
が
来
庁

さ
れ
、
小
学
校
新
入
生
と
木
曽
岬
こ
ど

も
園
新
入
園
児
童
に
対
し
、
交
通
安
全

用
品
（
ぬ
り
え
・
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
）

を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
桑
名
地
区
交
通
安
全
協
会
は
、
毎
年

子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
交
通
安
全
用
品
の
贈
呈
を

し
て
お
り
、
こ
の
度
、
木
曽
岬
町
に
も

来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
今
後
も
交
通
安
全
協
会
と

連
携
を
図
り
、
よ
り
活
動
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

交
通
安
全
協
会
よ
り

〝
交
通
安
全
用
品
〞を

い
た
だ
き
ま
し
た

商
工
会
青
年
部
お
よ
び

女
性
部
か
ら
新
一
年
生

に

や
め
ま
し
ょ
う
！

　
　
違
法
・
迷
惑
駐
車

3月8日　木曽岬小学校にて
写真左より 木曽岬メガソーラ㈱庄司氏、池田校長、

白石青年部長、花井女性部長

ご寄贈いただいた交通安全用品
交通安全用品を受け取る加藤町長及び山北教育長
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職員人事異動のお知らせ

＊（　）内は前所属
＊平成31年4月1日から「木曽岬町幼稚園・保育園」が
　「木曽岬こども園」となりました。

　建設課長　　　　　　　　浅野　　覚（三重県へ）

　木曽岬幼稚園・保育園　　白栁　麻里
●課長補佐級（新職のみ）
　税務課課長補佐　　　神野美紀恵（福祉健康課課長補佐）

　福祉健康課課長補佐　服部　直子（税務課主幹）

●係長級以下（新職のみ）
　総務政策課主幹　　　諸戸　勝己（産業課主幹）

　危機管理課係長　　　服部　寿之（総務政策課係長）

　教育課係長　　　　　横井千恵子（危機管理課係長）

　木曽岬こども園主幹　有村真理子（子育て支援センター）

　子育て支援センター係長

　　　　　　　　　　　岩瀬　洋子（木曽岬幼稚園・保育園）

　産業課　　　　　　　服部　彰宏（住民課）

　住民課　　　　　　　岡村　厚祐（建設課）

　三重地方税管理回収機構

　　　　　　　　　　　近藤　　僚（税務課）

新規採用職員の紹介

【退　　職】（平成31年3月31日付）

　建設課長　　　　　　　　内山　幸治（三重県職員）

　建設課　　　　　　　　　古村　則晶

　税務課　　　　　　　　　宇野　稜平

　木曽岬こども園　　　　　伊藤　真由

【新規採用】（平成31年4月1日付）

【異　　動】（平成31年4月1日付）

建 設 課
内山　幸治

　４月から木曽岬町役場建設課長

として勤務させていただくことと

なりました内山幸治です。

　みなさまが安全で安心して暮ら

せるまち「木曽岬町」となるよう、

精一杯職務に励んでまいりたいと

思います。どうぞよろしくお願い

いたします。

建 設 課
古村　則晶

　このたび、木曽岬町役場建設課

にて勤務させていただくこととな

りました、古村則晶と申します。

生まれ育った木曽岬のため、町民

のみなさまのため、誠心誠意努め

てまいります。どうぞよろしくお

願いいたします。

税 務 課
宇野　稜平

　みなさま、はじめまして。宇野

稜平と申します。本年度４月１日

より税務課に配属となりました。

まだ右も左も分からずご迷惑をお

かけする事があるかと思いますが、

木曽岬町職員の名に恥じぬよう

日々精進する所存ですので、どう

ぞ皆様よろしくお願いいたします。

木曽岬こども園
伊藤　真由

　はじめまして。本年度より木曽

岬こども園で保育教諭としてお世

話になることとなりました、伊藤

真由と申します。自分の通ってい

た園に勤めることができ、とても

嬉しく思っております。幼い頃か

ら憧れていた保育園、幼稚園の先

生に少しでも近付くことができる

よう、一生懸命頑張ります。よろ

しくお願いいたします。
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１
２
３
日
間
（
７
月
１
日
〜
１０
月

３１
日
）
の
無
事
故
・
無
違
反
を
達
成

し
て
、
豪
華
賞
品
を
獲
得
し
ま
せ
ん

か
。

　
運
転
免
許
を
取
得
し
て
い
る
３
人

（
１
チ
ー
ム
）
単
位
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。ま
た
、シ
ル
バ
ー
チ
ー
ム（
３

人
の
う
ち
、
６５
歳
以
上
の
方
２
人
以

上
）
の
募
集
も
行
い
ま
す
。

　
無
事
故
・
無
違
反
達
成
チ
ー
ム
に

は
、
抽
選
で
１
チ
ー
ム
３０
万
円
分
の

ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
を
は
じ
め
、
豪
華

賞
品
（
共
通
賞
品
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
チ
ー
ム
に
は
特
別
賞
も
用

意
し
て
い
ま
す
。（
共
通
商
品
と
重

複
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　
詳
し
く
は
、
各
市
町
交
通
安
全
担

当
課
、
各
警
察
署
交
通
課
、
各
地
区

交
通
安
全
協
会
、
三
重
県
各
地
域
防

災
総
合
事
務
所
・
各
地
域
活
性
化
局
、

三
重
県
庁
８
階
く
ら
し
・
交
通
安
全

課
等
で
５
月
１
日
以
降
に
配
布
す
る
、

チ
ラ
シ
・
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

　
５
月
１
日（
水
）〜
６
月
２８
日（
金
）

　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
行
委
員
会
事
務

　
　
局

　
　
（
三
重
県　
環
境
生
活
部

　
　
く
ら
し
・
交
通
安
全
課
内
）

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
４
│
２
４
１
０

　
　
FAX
０
５
９
│
２
２
８
│
４
９
０
７

　
福
祉
・
介
護
職
場
の
人
材
不
足
を

改
善
す
る
た
め
、
働
い
て
い
な
い
方

を
対
象
に
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を

行
い
ま
す
。

●
募
集
期
間

　
５
月
８
日（
水
）〜
６
月
１０
日（
月
）

　
必
着

●
研
修
期
間

　
６
月
１９
日（
水
）〜
８
月
１６
日（
金
）

●
受
講
場
所

　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館

　
（
津
市
桜
橋
２
│
１
３
１
）

●
応
募
要
件

　
三
重
県
に
住
民
登
録
し
て
い
る
働

　
い
て
い
な
い
方
で
、
概
ね
７０
歳
未

　
満
の
方

　
研
修
修
了
後
、
福
祉
・
介
護
職
場

　
で
働
け
る
方

●
募
集
定
員

　
３９
名

●
受  

講  
料

　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

　
　
　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
福
祉
研
修
人
材
部

　
　
　
福
祉
人
材
課

　
　
　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
担
当

　
　
　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

　
５
月
１
日
か
ら
５
月
７
日
は
憲
法

週
間
で
す
。
津
地
方
裁
判
所
、
津
地

方
検
察
庁
及
び
三
重
弁
護
士
会
で
は
、

国
民
の
皆
様
に
裁
判
員
裁
判
を
は
じ

め
と
す
る
刑
事
手
続
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
下
記
の

と
お
り
共
同
見
学
会
を
行
い
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　
　
時

　
５
月
２８
日（
火
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

　
（
午
後
１
時
１５
分
ま
で
に
集
合
）

●
集
合
場
所

　
津
地
方
検
察
庁

　
（
津
市
中
央
３
番
１２
号
）

●
内　
　
容

　
裁
判
員
裁
判
法
廷
・
検
察
庁
の
取

　
調
室
な
ど
の
見
学
、
裁
判
官
・
検

　
察
官
・
弁
護
士
な
ど
に
よ
る
刑
事

　
手
続
に
関
す
る
説
明

●
定　
　
員

　
３０
人
（
参
加
費
無
料
、
応
募
者
多

　
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
応
募
方
法

　
往
復
は
が
き
で
以
下
の
あ
て
先
ま

　
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
【
往
復
は
が
き
記
載
事
項
】

　
（
往
復
は
が
き
裏
面
）

　
①「
裁
判
所
・
検
察
庁
・
弁
護
士

　
　
会
共
同
見
学
会
」
参
加
希
望

　
②
代
表
者
氏
名
・
ふ
り
が
な

　
③
代
表
者
住
所
・
電
話
番
号

　
④
同
行
者（
２
人
ま
で
）氏
名
・
ふ

　
　
り
が
な

　
⑤
本
行
事
を
お
知
り
に
な
っ
た
き

　
　
っ
か
け

　
（
返
信
用
は
が
き
表
面
）

　
抽
選
結
果
が
届
く
宛
先
を
記
載
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
（
返
信
用
は
が
き
裏
面
）

　
何
も
記
載
し
な
い
で
く
だ
さ
い　

　
（
抽
選
結
果
記
載
の
た
め
）

　
【
あ
て
先
】

　
〒
５１４
│
８５１２　
津
市
中
央
３
番
１２
号

　
津
地
方
検
察
庁
検
察
広
報
官

　
【
締　
切
】

　
５
月
１０
日（
金
）
必
着

　
【
結　
果
】

　
抽
選
結
果
に
つ
い
て
は
、
返
信
は

　
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
抽

　
選
結
果
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠

　
慮
く
だ
さ
い
）

　
　
津
地
方
検
察
庁
検
察
広
報
官

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
８
│
４
１
６
５

　
　
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

「
裁
判
所
・
検
察
庁
・
弁
護
士

会　
共
同
見
学
会
」の
ご
案
内

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

１
２
３
日
間
の

　

無
事
故
・
無
違
反
に

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

第
１
回　

介
護
職
員
初
任
者

研
修（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）の

受
講
生
募
集

―

無
事
故・無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ

１
２
３
参
加
者
募
集―

問

申・問

問

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ト
マ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ
サ
ー
ク
ル
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イ
ン
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ォ
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子
育
て
、
年
金
、
介
護
、
労
働
、

金
融
な
ど
の
相
談
に
弁
護
士
・
社
会

保
険
労
務
士
・
介
護
支
援
専
門
員
が

親
切
に
お
応
え
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

　
６
月
８
日（
土
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

●
場
　
　
所

　
桑
名
市
総
合
福
祉
会
館
内

　
会
議
室

●
申  

込  

み

　
左
記
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込

　
み
く
だ
さ
い
。

　
事
前
予
約
制
で
す
が
当
日
空
い
て

　
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当

　
日
電
話
に
て
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
暮
ら
し
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
桑
員

　
　
（
構
成
団
体
：
桑
員
地
区
労
働

　
　
者
福
祉
協
議
会
・
連
合
三
重
桑

　
　
員
地
域
協
議
会
）

　
　
（
協
力
団
体
：
桑
名
市
社
会
福

　
　
祉
協
議
会
）

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
７
│
７
１
６
９

　
　
FAX
０
５
９
４
│
８
７
│
７
１
７
０

●
開
催
日
時
・
場
所

●
定
　
　
員　
３０
名

●
申
込
方
法

　
「
普
通
救
命
講
習
申
込
書
」
に
必

　
要
事
項
を
記
入
の
上
、
桑
名
市
役

　
所　
防
災
・
危
機
管
理
課
ま
で
、

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
・
郵
送
・

　
持
参
（
執
務
時
間
内
：
平
日
午
前

　
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
）
の
い
ず

　
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
•
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
９
７

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　
•
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
２
９
４
５

　
•E-M

AIL 　

bosaim
@
city.

kuw
ana.lg.jp

　
•
〒
５１１
│
８６０１　
桑
名
市
中
央
町

　
　
　
　
　
　
　
　
２
丁
目
３７
番
地

　

※

「
普
通
救
命
講
習
申
込
書
」
に

　
　
つ
い
て
は
、
桑
名
市
ホ
ー
ム
ペ

　
　
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お

　
　
り
ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
「
桑
名
市
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
画
面
」↓

　
　
「
消
防
本
部
・
消
防
署
」↓「
講

　
　
習
会
」↓「
救
命
講
習
の
ご
案

　
　
内
」↓「
普
通
救
命
講
習
」

●
受
付
期
間

　
各
開
催
日
の
１
週
間
前
の
金
曜
日

　
ま
で
。　

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
徐
く
、
午
前

　
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
ま
で
）　

●
受  

講  

料
　
無
料

●
受
講
上
の
留
意
事
項

⑴
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
動
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

⑶
講
習
開
始
時
間
に
遅
刻
又
は
途
中

　
で
の
退
席
及
び
早
退
し
た
場
合
は
、

　
講
習
修
了
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
（
修
了
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
）

⑷
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
可
能
な
方
は
、
公
共
交
通
機
関
、

　
乗
り
合
わ
せ
等
で
の
ご
来
場
に
ご

　
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
食
品
表
示
法
に
基
づ
く
食
品
表
示

基
準
が
平
成
２９
年
９
月
１
日
に
改
正

さ
れ
、
全
て
の
加
工
食
品
（
輸
入
品

を
除
く
）
の
重
量
割
合
上
位
１
位
の

原
材
料
に
つ
い
て
原
料
原
産
地
の
表

示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
２９
年
９
月
１
日
か
ら

平
成
３４
年
３
月
３１
日
ま
で
が
経
過
措

置
期
間
で
す
が
、
包
材
の
発
注
等
に

混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、
計
画
的
に

表
示
の
切
替
え
等
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※

原
料
原
産
地
表
示
の
具
体
的
な
表

　
示
方
法
や
表
示
を
す
る
際
の
ル
ー

　
ル
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
庁
の
左

　
記
の
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　

http://w
w
w
.caa.go.jp/

　

policies/policy/food_

　

labeling/quality/

　

country_of_origin/index.

　

htm
l

※

原
料
原
産
地
表
示
と
は
別
に
、
平

　
成
２７
年
４
月
１
日
よ
り
、
全
て
の

　
加
工
食
品
に
栄
養
成
分
表
示
が
義

　
務
付
け
ら
れ
た
ほ
か
、
ア
レ
ル
ギ

　
ー
表
示
に
係
る
ル
ー
ル
が
変
更
さ

　
れ
ま
し
た
。

　
（
経
過
措
置
期
間
は
平
成
３２
年
３

　
月
３１
日
ま
で
）

　

http://w
w
w
.caa.go.jp/

　

foods/index18.htm
l

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
す
べ
て

の
産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所
の
活

動
状
態
等
の
基
本
的
構
造
を
全
国
及

び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
事
業
所
・
企
業
を
対
象
と
す
る

各
種
統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
調
査
員
が
全
国
す
べ
て

の
事
業
所
の
活
動
状
態
を
実
地
に
確

認
し
、
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
な

ど
一
部
の
事
業
所
に
は
調
査
票
を
配

布
す
る
こ
と
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
回

答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
会
開

催
（
無
料
）（
秘
密
厳
守
）

普
通
救
命
講
習
会
開
催
の

お
知
ら
せ

総
務
省
統
計
局
・
三
重
県
・

木
曽
岬
町
で
は
、「
経
済
セ

ン
サ
ス
・
基
礎
調
査
」
を
実

施
し
ま
す

開催日 開催場所 開始時間

9：00 正午

終了時間
6月  3日㈪

11月11日㈪

消防本部２階
コミュニティ
　　　センター

7月  1日㈪
8月  5日㈪
10月  7日㈪

12月  2日㈪
2月  3日㈪
3月  2日㈪

全
て
の
加
工
食
品
に
原
料
原

産
地
表
示
が
必
要
に
な
り
ま

す 〜
食
品
事
業
者
の
皆
様
へ
〜

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

教
育
委
員
会
だ
よ
り

カ
レ
ン
ダ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
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教育委員会
☎68-1617

問合せ先
シリーズ“木曽岬町ならでは”の教育推進重点項目

「オリジナル５」「オリジナル５」「オリジナル５」
～新たな教育方針に基づく取組の充実をめざして②～

　今年度、新たに本町の「こども園・学校教育指針」を策定し、時代の変化に対応した子どもたちの
学びを確かなものにしていきたいと考えています。（詳細は、HPをご覧ください。）
　この新たな教育方針の中でも、特に子どもたちの健全な育成を力強く推進するために “木曽岬町なら
では” の「オリジナル５」を重点項目として位置づけ、施策展開しています。
　「学びの、その先へ」。園や学校で学んだことが、明日、そして将来につながるように、実効性のある
教育へと進化させていきます。
　5月号では、小学校の取組についてご紹介します。

“木曽岬町ならでは”の教育推進重点項目「オリジナル５」
Ⅰ　信頼される園・学校づくりに向けたコミュニティ・スクールの充実 〈　Ｃ　Ｓ　〉
Ⅱ　園・小中学校の連携を強化し、子どもが主体的に学びに向かう保育・教育の実現 〈保育・学力〉
Ⅲ　グローバル化に対応した英語教育・国際理解教育の推進 〈英語教育〉
Ⅳ　地域への愛着と誇りを育む郷土教育の推進 〈郷土教育〉
Ⅴ　園・学校図書室と町立図書館を活用し、家庭と連携した子どもの読書活動の推進 〈読書活動〉

　私たち大人は、ふるさと木曽岬の良さについて、次の時代を担う子どもたちに伝えているでしょうか？ふる
さと木曽岬を発見する郷土教育のスタートは、ふるさと木曽岬の良さを見つけ、再認識するところから始まり
ます。
　小学校には「発展する木曽岬の農業」という昭和54年に発行の小冊子が大切に保管されています。木曽岬
の成り立ちや農業についての現状、これからの農業等について書かれています。その冊子によると、木曽岬は、
今から1400年前に木曽川の三角州を干拓して造成されたことや1600年頃から加路戸・大新田・見入・外平喜・
近江島・西対海地・東対海地・和泉・小林・田代・小和泉・中和泉・築留・雁ケ地・福崎・豊崎・脇付・富田子と、次々
にウロコ状に新田が開発されていったということです。この小冊子から「ふるさと問題」（○・×）を考えて
みました。

　小学校では郷土教育を進めるにあたり、各学年の重点教材を決めて地域の方の協力もお願いしようと考えて
います。その中で、人との出会いを大切にしたり、自分たちの課題を追究する喜びを味わったり、学んだこと
を発信したりしながら、木曽岬の歴史や文化、産業などを再発見させ、学習
の集大成である6年生の「子ども議会」での施策提言につなげていきます。
　ふるさと“木曽岬”に愛着と誇りをもち、その良さを広く発信できる子ど
もの育成をめざして、小学校ではこの一年チャレンジしていきます。地域の
皆様のご協力をよろしくお願いします。

ふるさと“木曽岬”再発見！　郷土教育スタート！ふるさと“木曽岬”再発見！　郷土教育スタート！

問題①　源平時代の12世紀頃には、今の加路戸は唐戸（からと）と呼ばれ、開発されていた？
問題②　白鷺川は、名古屋熱田港と桑名港を往来した七里の渡しの航路として利用されていた？
問題③　今から60年ほど前、鍋田川が閉め切られ、木曽岬は愛知県と陸続きになった？

「子ども議会」での６年生の様子※問題①～③の答えは、すべて「○」が正解です。
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わくわくドキドキ！ こども園入園式わくわくドキドキ！ こども園入園式

新たな希望を胸に！　小・中学校入学式新たな希望を胸に！　小・中学校入学式
　4月9日（火）に木曽岬小学校・木曽岬中学校で入学式が行われました。小学校32名、
中学校51名の新入生が新たな希望を胸に、それぞれの学校生活の第一歩を踏み出しました。

　小学校では、新入生が６年生のお兄さんお姉さんに
手を引かれ、初々しくも満面の笑顔で入場する姿が見
られました。校長先生からは、小学校を大好きになっ
てもらうために、「安全に気を付けて学校生活を過ご
すこと」「自分からしっかりとあいさつをすること」「先
生や友だちのお話をよく聞くこと」の３つの話があり、
子どもたちは真剣な眼差しで聞いていました。
　最後は、お兄さんお姉さんからのお祝いの言葉と、
校歌がプレゼントされ、心温まる入学式となりました。

　４月10日（水）に新設木曽岬こども園で入園式が行
われました。あいにくの雨模様でしたが、新入園児
32名は保護者の方と元気に入園式に臨みました。た
くさんの保護者の方や地域の来賓の皆様に見守られな
がら、５歳児のゆり組と手をつないで入場した新入園
児は、ちょっぴり緊張気味でしたが、お兄さんお姉さ
んからの歌のプレゼントに次第に表情も和らいでいき
ました。
　最後は担任の先生から名前を呼ばれると、小さな手
を真っすぐに挙げ、元気に返事をする姿があり、会場
全体を笑顔にしてくれました。

　中学校では、真新しい制服に身を包んだ新１年生が
堂々と入場する姿が見られました。校長先生からは、
自分も皆さんも木曽岬中学校の１年生であり、新たな
環境の中で、自分がさらに飛躍できる大きなチャンス
であるという話がありました。また、教育ビジョンに
関連付けて「自主・自立」を達成するための４つ姿、「自
分で考える（考）」「仲間を認める（認）」「健康な心と体
（健）」「夢を語る（夢）」の話があり、子どもたちの引
き締まった表情からは、中学校生活に寄せる大きな期
待感で満ち溢れていました。
　式後は、校内の各所で友人や保護者の方と記念撮影
をする姿が見られ、記念すべき１日となりました。
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木曽岬町「英語検定チャレンジ事業」

英語検定料を補助します！　実施検定料の２分の１を補助

●目　　的／木曽岬町では、平成31年4月から、教育委員会学校教育ビジョン実現のための施策の一つと
　　　　　　して、次代を担うグローバル人材の育成に向けて、中学生の英語力及び学習意欲の向上を図る
　　　　　　ことを目的に、公益財団法人日本英語検定協会が実施する実用英語技能検定（英検）を受検する
　　　　　　中学生に対し、予算の範囲内において英語検定料の補助を実施します。
●対  象  者／木曽岬町在住の中学生
●申請手続／

●補助内容／■年間3回（6月・10月・1月）実施されるすべての検定を助成対象とし、予算の範囲内で補助
　　　　　　　します。
　　　　　　■補助する受検級は、5級以上とし、補助額の申請は、原則生徒1人につき、1年度あたり1回
　　　　　　　とします。
　　　　　　■実施検定料の2分の1を補助します。
●問合せ先／木曽岬町教育委員会事務局　教育課　☎0567-68-1617

英検を受検 教育委員会へ必要書類提出 教育委員会より交付決定
①検定料納付証明書（写）提出
②申請書記入（押印必要）

交付決定通知書を発送

　4月1日（月）に役場庁舎にて着任式を行いました。この着任式は、
木曽岬町の小・中学校へ新しく赴任した教職員に、町の様子や教育に
ついて理解していただく場として毎年新年度初日に開催しているもの
です。
　まず教育委員会事務局から「木曽岬町の紹介」や「学校教育の特色
説明」などを行い、続いて赴任された教職員からは自己紹介とともに、
木曽岬町での活躍を誓う抱負を述べてもらいました。
　最後に転入者を代表して、中学校の水谷校長より「恵まれた教育環
境の中で、木曽岬町が推進する学校教育の充実に努め、地域とともに
協働しながら子どもたちのためにがんばっていきます。」という挨拶
をいただきました。木曽岬町の教育に新しい風を吹き込み、よりよい
教育活動の実現に向けて期待が膨らむ着任式でした。

平成31年度木曽岬町立小・中学校転入者着任式

〈木曽岬小学校〉
【転　出】　教　諭 尾﨑　惠子 （在良小へ）
　　　　　　教　諭 奥田　愛美 （桑部小へ）
　　　　　　教　諭 神﨑　　彩 （城南小へ）
　　　　　　主　査 時本　直子
  （桑名市教育委員会へ）

【転　入】　教　諭 玉田亜有理
  （鈴鹿市立河曲小より）

　　　　　　主　査 榎　　良明
  （いなべ市立員弁西小より）

〈木曽岬中学校〉
【転　出】　校　長 白木　俊行 （七和小へ）
　　　　　　教　諭 中谷　匡志
  （玉城町立玉城中へ）

　　　　　　養護教諭 高木　里奈 （明正中へ）
【転　入】　校　長 水谷予司之
  （正和中教頭より）

　　　　　　教　諭 山田　倖輝 （新規採用）
　　　　　　養護教諭 猪飼　靖子
  （津市立橋南中より）

異動者

木
曽
岬
中
学
校

水
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司
之
校
長

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ト
マ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ
サ
ー
ク
ル

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

着任式の様子



18広報きそさき　2019.5.1

　木曽岬町文化協会に加盟するコーラスサークル「コー
ル岬」が主催する「春のコンサート」が、3月31日（日）
に町民ホールで開催されました。
　当日は、以前より交流を続けている七宝町の「七宝ス
カイコーラス」や、きそさきAZクラブのチアダンス教
室の皆さんも出演され、春らしい楽しいコンサートにな
りました。

“コール岬　春のコンサート”が
開催されました

　4月7日（日）の桜まつりに合わせて、スポーツ推進委
員とNPO法人きそさきAZクラブの共催による“さく
らウォーク in KISOSAKI 2019”が開催されました。
　今回は77名もの参加があり、町道鍋田川線の往復約
９kmにおよぶ桜並木のコースを各々がノルディックポ
ールを使ったり、自分のペースでウォーキングしたりし
ました。
　インストラクターの渡邉勝幸さん（三重県ウォーキン
グライフマイスター）からはノルディックポールを使っ
た準備運動とノルディックウォークの基礎動作と効果に
ついてアドバイスを受け、
参加者は心地よい汗を
かきながら暖かい春
のひと時を過ごし
ていました。

“さくらウォーク in
ＫＩＳＯＳＡＫＩ2019”開催！

　町立図書館では図書館サポーターの皆さんに作っていただ
いておりました布絵本が完成しました。
　絵本を開けると、色や数を合わせたりできるような工夫を
凝らしたものです。
　布の裁断から始め、老人クラブ手芸部に在籍するサポータ
ーの皆さんに一針一針心を込めて縫っていただきました。
　お子様に語りかけ
ながら、紙の本とは
違う手触りをぜひお
楽しみください。

布絵本が完成しました！
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完成した布絵本 図書館サポーターの皆さん
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　今月から元号が『平成』から『令和』にかわり、新しい時代が始まりました。『令和』はどんな時代になるのか、
期待に胸が膨らみます。
　今年のゴールデンウイークは、祝日の関係で10連休になる方もみえます。大型連休には、図書館で読書を
して過ごされてはいかがでしょうか？皆さまの来館をお待ちしています。

今月の図書館コーナー今月の図書館コーナー今月の図書館コーナー

体育館町 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行ないます。
ソフトバレーボールやファミリーバドミントンなどを実施して
いますのでぜひ体育館へお越しください。
26日㈰　午後1時～午後4時

12日㈰　午前9時～午後4時　　26日㈰　午前9時～正午

化資料館文
◎開館日
　毎週日曜日
　午前9時～午後4時

部公民館北
◎開館日
　火～日（祝日を除く）
　午前8時30分～午後5時

教育関連施設
開館日のお知らせ

●問合せ先／町立図書館　☎40-9010　HP：http://kisosaki-library.net/
◎開館日　火～木…午前10時～午後6時　　金…正午～午後8時　　土・日・祝…午前9時～午後5時

【メインコーナー】　新緑の季節に読みたい本
【児童コーナー】　　こどもの日／国際理解
【サブコーナー】　　こども・かぞく／夏野菜の栽培
【郷土文化交流スペース：5月の展示予定】
　　　　　　　　　生け花サークル作品展示／ボラ倶楽部のプラモデル展示／布絵本の展示

●特集・展示のご案内

図書館よもやま話図書館よもやま話図書館よもやま話 本に関する豆知識を
紹介する

新コーナーです。
背ラベルのお話②

　前回は図書館の本の背ラベルについてお話しました。今回は、木曽岬町立図書館独自のラベルの表示につ
いて説明します。木曽岬町立図書館は下図のような背ラベルです。
　○分類記号は、一般図書は３桁または４桁、児童図書は３桁で表示しています。日本の小説は通常913.6
　　という分類なのですが、わかりやすくするために当館ではＦで統一しています。また、児童の絵本はＥ
　　で統一をしています。
　○著者記号は、著者名（絵本の場合は絵作家名）のはじめの1音で表す図書館が多いのですが、当館では
　　著者名のはじめの2音で表しています。（例：矢部太郎はヤベで表示します）

　その他にも、子育て関係・シニア向け・料理など、ご希望が多い書籍は別置シールを貼ってカウンターの
近くの場所に設置しています。利用者の皆さまが求めている本を探しやすいように、表示の工夫や改善を重
ねています。疑問・質問がありましたら、いつでもスタッフにお尋ねください。

日本の小説 絵本

726.1
ヤベ

Ｆ
アサ

210
ガッ
13

Ｅ
アキ

← １段目：分類記号 →

← ２段目：分類記号 →

← ３段目：巻号記号 →
（シリーズの巻号数）

《一般ラベル　緑または紺色》 《児童ラベル　赤》
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●利用できる日／月曜日の午前・午後、火曜日～金曜日の午前
●５月の子育てサロンのお休み
　10日㈮、20日㈪午後、土・日曜日および祝日

子育てサロン

禁煙への道禁煙への道禁煙への道

●禁煙を開始する日を決める（休日など）
●周囲の人に禁煙を宣言する
●目につきやすいところに「禁煙」のはり紙を
●たばこ、ライター、灰皿を捨てる

吸いたくなったら…
●深呼吸
●冷たい水を飲む
●歯をみがく
●散歩や体操など軽い運動をする
日頃から
●食後は早めに食卓を離れる
●喫煙者に近づかない
●ニコチンガムやニコチンパッチ（薬局などで）
　経口禁煙補助薬（医師の処方が必要）なども利
　用しよう

ステップ1 禁煙の準備

ステップ2 禁煙の実行

医療機関でなら
比較的楽に、より確実に

禁煙できます

◎禁煙補助薬を使うことで離脱症状が
　抑えられ、比較的楽にやめられる
◎禁煙外来の利用で、成功率は７～８
　割！！

　お住まいや職場の近くにある禁煙外来・
禁煙クリニックを調べることもできます。
　全国の禁煙外来・禁煙クリニック一覧（日
本禁煙学会HPより）

http://www.nosmoke55.jp
/nicotine/clinic.html

はじまるよ！！はじまるよ！！
　木曽岬町子育て支援センターでは、こども園などにまだ通っていない１歳以上のお子様の親子を対象に、親
子で一緒に遊んだり、子ども同士、親同士が触れ合ったりして、親子の交流の場として、トマッピーキッズサ
ークルを開いています。
　開催場所は、木曽岬こども園（旧木曽岬町立木曽岬幼稚園・保育園）です。

●対　　象／１歳～こども園などに入園前のお子様
●開  催  日／ 5月～ 2月第三火曜日
●時　　間／午前９時30分～ 11時30分
●場　　所／木曽岬町立木曽岬こども園
　　　　　　（旧木曽岬町立木曽岬幼稚園・保育園）
●申  込  み／木曽岬こども園、または子育てサロンに申込
　　　　　　んでください。（途中申込みも可）
　　　　　　申込用紙は、木曽岬こども園、子育てサロン、
　　　　　　保健センターに置いてあります。
　•木曽岬こども園　　TEL 68-5718　　FAX 68-5719
　•子育てサロン（木曽岬町役場　保健センター内）
　　　　　　　　　　　TEL 68-6119　　FAX 40-9029

お散歩に
　行きます

砂場も
　あります
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こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

そこで
今月は「たばこの害と禁煙」
　　　　　についてお話しします。

5月31日は世界禁煙デーです。

●たばこの煙には有害成分がいっぱい

●リスクは肺がんだけ？
　いいえ、ほとんどのがんに関係します。

〈主な有害物質〉

●たばこの煙は周囲の人や胎児の健康にも害を及ぼします
〇他人のたばこの煙を吸うだけで、喫煙者と同じ病気のリスクがあります。
〇「たばこの臭いがする」と感じたらもう被害にあっています。

●加熱式電子たばこなら、害は少ない？
　最近、煙が出ない新しいタイプのたばこが登場しています。その一つが加熱式電子たばこです。たばこの
葉を電気で加熱して蒸気を発生させ、ニコチンを吸い込むのですが、日本禁煙学会によると、紙巻きたばこ
と同様に依存性があり、発がん性物質を含む有害物質を含んでいることが指摘されています（※）。健康被害
の評価もこれからであり、安全性が証明されたものではないことを知っておきましょう。

喫煙によるがんのリスク（男性）　（がんになる、またはがんで死亡する危険性）

ニコチンニコチン
血圧を上昇させる

依存性も高い！
タールタール

発がん性物質が多い

肺を黒くする
一酸化炭素一酸化炭素
酸素を運ぶのを

妨げる

心臓への負担大！！

口唇・口腔・咽頭がん 喉頭がん

2.7倍

肺がん

4.8倍

肝・肝内胆管がん

1.8倍

尿路（膀胱・腎盂・尿管）がん

5.4倍

食道がん

3.4倍

膵臓がん

1.6倍 子宮頸がん

女性 2.3倍
全がん 2.0倍

5.5倍

Katanoda K, et al. J Epidemiol. 2008; 18: 251-64. より作図

（※）日本禁煙学会：いわゆる「新しいタバコ」に対する日本禁煙学会の見解,2016
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町内3月の交通事故
●件数／9件（35件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／1人（5人）

（　　）…平成31年累計

ミーポ君

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

春の全国交通安全運動

●子どもと高齢者の安全な通行確保と高齢運転者
　の交通事故防止
　思いやりのある運転に心がけましょう。
　また、高齢者は身体機能の変化を自覚することが
　大切です。

●自転車の安全利用の推進
　～自転車安全運転五則～
　①自転車は車道が原則、歩道は例外
　②車道は左側通行
　③歩道は歩行者優先、車道寄りを徐行
　④安全ルールを守る
　⑤子どもはヘルメットを着用

●すべての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用の徹底
　全席で必ず着用しましょう。

●飲酒運転の根絶
　お酒を飲んだら絶対に運転をしない。乗るなら飲
　まない。

～5月20日（月）は
「交通事故死ゼロを目指す日」です～

　横断歩道は歩行者優先！
　ルールを守って交通事故をゼロに！

税 インフォメーションインフォメーション

本年（2019年）10月1日から、消費税の軽減税率制度が実施されます
（この制度は、全ての事業者の方に関係があります。）

　この制度が実施されることにより、事業者の方には日々の業務での対応や準備が必要となります。
　桑名税務署では、事業者の方に制度の理解を深めていただき、必要な準備を進めていただけるよう、「消費税
の軽減税率制度等に関する説明会」を開催しています。
　どなたでもご参加いただけますので、是非ご出席ください。
　説明会の詳しい日程等は、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）内の特設サイト「消費税の軽減税率制度に
ついて」をご覧いただくか、桑名税務署にお問い合わせください。

〈問合せ先〉　桑名税務署　法人課税第一部門　担当：竹田　☎0594－22－5124（ダイヤルイン）
　　　　　　　　　　　　個人課税第一部門　担当：須藤　☎0594－22－5123（ダイヤルイン）

実施期間 5月11日～5月20日までの間

悪質商法にご注意
●悪質商法の手口
　⑴訪問販売編
　①無料で家屋の点検を行うなど持ちかけ、必要の
　　ない工事契約をさせようとする。（点検商法）
　　　１回の契約金は少ないが更に工事が必要と説
　　　明し次々と契約させる。
　②判断する余裕を与えないよう早急に契約をさせ
　　ようとする。
　③契約を拒むと、泣き落としや威圧的な態度にな
　　る。
　　※高齢者世帯、独居世帯を狙う
　⑵儲け話編
　①「社債の購入に関する封筒が届いていないか」
　　「名義を貸してほしい」「謝礼をする」などと持
　　ちかけ、その後発行会社を名乗り「名義貸しが
　　犯罪になる」「和解金が必要になる」と言って
　　脅し、金を脅し取ろうとする。
　②「未公開株が特別に購入できる」「海外事業への
　　出資によりお金が確実に入る」など言葉巧みに
　　勧誘して騙し取ろうとする。

●被害に遭わないための対策
　⑴訪問者をインターフォンでチェックして用件を
　　確認する
　⑵ドアチェーンを活用する
　⑶急かされてもその場で契約をしない
　⑷契約前に説明書面をもらい、家族や知人とよく
　　相談する
　⑸うまい話はまず詐欺ではないかと疑ってみる
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月カレンダー5
主 な 行 事 備 考場 所 時 間

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  2日・  6日・  9日・13日・16日
20日・23日・27日・30日

毎週火・金曜日
  3日・  7日・10日・14日・17日
21日・24日・28日・31日

毎月第１・第３水曜日
1日・15日

毎月第２水曜日
8日

毎月第４水曜日
22日

毎週水曜日
1日・8日・15日・22日・29日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 26日

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

福祉健康課 68－6104
住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

保健センター 68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課

産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

26日•日曜役場 役場　住民課・税務課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務

2 日•町内一斉清掃

14㊋•もぐもぐ教室
•中学校3年生修学旅行（14日～16日）

保健センター 午前9時45分～午前10時

15㊌•転倒予防教室
•言語訓練

保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午後1時30分～午後3時
午後1時～午後3時

8 ㊌
•献血 伊勢湾岸クリニック

保健センター
男女とも
体重50㎏以上
男17歳、女18歳
以上

午後2時～午後3時
午後3時30分～午後4時30分

16㊍
•北勢地域若者サポートステーション

出張相談in木曽岬
•歯っぴい指導室
•妊産婦歯科健診

福祉・教育センター

保健センター
保健センター

要予約
☎059-359-7280

午前9時30分～午前11時30分

午後1時30分～午後2時30分
午後1時30分～午後2時30分

9 ㊍•すくすくひろば 保健センター 午前10時～午前11時30分

13㊊•音楽療法（子育てサロン） 福祉・教育センター集会室 午前10時30分～午前11時30分

17㊎•育児相談 保健センター 午後1時30分～午後3時 要予約☎68-6119

21㊋•トマッピーキッズサークル こども園 午前9時30分～午前11時30分

28㊋•オレンジカフェ 福祉・教育センター 午後1時30分～午後3時
27㊊•小学校5年生野外体験活動（27日～28日）

24㊎•人権・心配ごと・行政相談 福祉・教育センター 午前9時～午前11時30分

3 ㊊•人権相談 福祉・教育センター 午前9時～午前11時30分

5 ㊌•転倒予防教室 保健センター 午後1時30分～午後3時

6月カレンダー

5月の納付
●固定資産税（5/7納期限） ……………… 第１期分
●軽自動車税（5/31納期限） ……………… 全期分
●介護保険料（5/31納期限） …………… 第１期分
●水道料金・下水道使用料 （5/7納期限） … Ａ地区
 （5/31納期限） … Ｂ地区
●こども園保育料 （5/7納期限） …………… ４月分
 （5/27納期限） ………… ５月分
●学校給食費（5/15納期限） ……………… ５月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！
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広
報

木曽岬町は、地球温暖化対策の一環として『緑化の推進』に取り組みます。
環境保全のため、再生紙を使用しています。

■発行／木曽岬町役場　〒498-8503 三重県桑名郡木曽岬町大字西対海地251番地
■編集／議会事務局　☎（0567）68-6108  FAX（0567）66-3111
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